
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の

出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
格
段
の
配
慮
を
す
べ
き
で
あ
る
。

一

永
住
者
の
う
ち
特
に
我
が
国
へ
の
定
着
性
の
高
い
者
に
つ
い
て
の
在
留
管
理
の
在
り
方
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
歴

史
的
背
景
を
も
踏
ま
え
、
在
留
カ
ー
ド
の
常
時
携
帯
義
務
及
び
そ
の
義
務
違
反
に
対
す
る
刑
事
罰
の
在
り
方
、
在
留
カ
ー
ド

の
更
新
等
の
手
続
、
再
入
国
許
可
制
度
等
を
含
め
、
在
留
管
理
全
般
に
つ
い
て
広
範
な
検
討
を
行
う
こ
と
。

二

み
な
し
再
入
国
許
可
制
度
に
つ
い
て
は
、
特
別
永
住
者
の
歴
史
的
経
緯
及
び
我
が
国
に
お
け
る
定
着
性
を
考
慮
し
、
今
後

も
引
き
続
き
検
討
す
る
こ
と
。

三

在
留
カ
ー
ド
又
は
特
別
永
住
者
証
明
書
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
外
国
人
が
予
防
接
種
や
就
学
の
案
内
等
の
行



政
上
の
便
益
を
引
き
続
き
享
受
で
き
る
よ
う
、
体
制
の
整
備
に
万
全
を
期
す
こ
と
。

四

在
留
カ
ー
ド
及
び
特
別
永
住
者
証
明
書
の
番
号
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
番
号
を
マ
ス
タ
ー
キ
ー
と
し
て
名
寄
せ
が
な
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
外
国
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
不
当
に
侵
害
さ
れ
る
と
い
う
疑
念
が
生
じ
な
い
よ
う
、
外
国
人
の
個
人
情

報
の
保
護
に
つ
い
て
万
全
の
配
慮
を
行
う
こ
と
。

五

所
属
機
関
の
届
出
に
係
る
努
力
義
務
に
つ
い
て
は
、
的
確
な
在
留
管
理
の
実
現
に
留
意
し
つ
つ
、
そ
の
履
行
が
所
属
機
関

の
過
重
な
負
担
と
な
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
ま
た
、
届
出
の
内
容
が
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
の
目
的
の
範
囲
か
ら
逸

脱
す
る
こ
と
が
な
く
必
要
最
小
限
の
も
の
と
な
る
よ
う
、
そ
の
運
用
に
は
慎
重
を
期
す
る
こ
と
。

六

法
務
大
臣
が
一
元
的
か
つ
継
続
的
に
把
握
す
る
こ
と
と
な
る
在
留
外
国
人
に
係
る
情
報
が
、
い
や
し
く
も
出
入
国
の
公
正

な
管
理
を
図
る
と
い
う
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
の
目
的
以
外
の
目
的
の
た
め
に
不
当
に
利
用
又
は
提
供
さ
れ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
、
当
該
情
報
の
取
扱
い
に
当
た
っ
て
は
個
人
の
権
利
利
益
の
保
護
に
十
分
に
配
慮
す
る
こ
と
。



七

配
偶
者
の
身
分
を
有
す
る
者
と
し
て
の
活
動
を
継
続
し
て
六
月
以
上
行
わ
な
い
で
在
留
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
在
留
資
格

を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
制
度
に
つ
い
て
は
、
そ
の
弾
力
的
な
運
用
を
行
う
と
と
も
に
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
等
に
よ
り

当
該
活
動
を
行
わ
な
い
こ
と
に
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
在
留
資
格
の
取
消
し
の
対
象
と
な
ら
な
い
旨
の
周
知
徹
底

を
図
る
こ
と
。

八

新
た
に
中
長
期
在
留
者
と
な
っ
た
者
が
、
上
陸
許
可
の
証
印
等
を
受
け
た
日
か
ら
九
十
日
以
内
に
住
居
地
の
届
出
を
し
な

い
こ
と
及
び
中
長
期
在
留
者
が
、
届
け
出
た
住
居
地
か
ら
退
去
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
退
去
の
日
か
ら
九
十
日
以
内
に

新
住
居
地
の
届
出
を
し
な
い
こ
と
に
よ
り
在
留
資
格
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
制
度
に
つ
い
て
は
、
そ
の
弾
力
的
な
運
用

を
行
う
と
と
も
に
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
在
留
資
格
の
取
消
し
の
対
象
と
な
ら
な
い
旨
の
周
知
徹
底
を
図
る
こ

と
。

九

本
法
の
施
行
に
よ
る
不
法
滞
在
者
の
潜
行
を
防
止
す
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
在
留
特
別
許
可
の
許
否
の
判

断
に
お
け
る
透
明
性
を
更
に
向
上
さ
せ
る
た
め
の
公
表
事
案
の
大
幅
な
追
加
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
の
見
直
し
等
を
行
い
、



不
法
滞
在
者
の
実
情
に
配
慮
し
て
、
不
法
滞
在
者
が
自
ら
不
法
滞
在
の
事
実
を
申
告
し
て
入
国
管
理
官
署
に
出
頭
し
や
す
く

な
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
。

十

本
法
に
よ
り
、
退
去
強
制
を
受
け
る
者
を
送
還
す
る
場
合
の
送
還
先
に
、
拷
問
及
び
他
の
残
虐
な
、
非
人
道
的
な
又
は
品

位
を
傷
つ
け
る
取
扱
い
又
は
刑
罰
に
関
す
る
条
約
第
三
条
第
一
項
等
に
規
定
す
る
国
を
含
ま
な
い
こ
と
が
明
確
に
規
定
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
退
去
強
制
を
受
け
る
者
を
そ
の
者
の
国
籍
等
の
属
す
る
国
等
に
送
還
す
る
こ
と
の
可
否

に
つ
い
て
、
退
去
強
制
手
続
及
び
難
民
認
定
手
続
に
お
い
て
、
多
方
面
か
ら
慎
重
な
調
査
を
行
う
こ
と
。

十
一

外
国
人
研
修
生
・
技
能
実
習
生
の
受
入
れ
に
つ
い
て
は
、
本
法
律
案
が
提
出
さ
れ
た
趣
旨
に
か
ん
が
み
、
専
ら
低
賃
金

労
働
力
と
し
て
の
扱
い
が
横
行
す
る
こ
と
や
、
外
国
人
研
修
生
・
技
能
実
習
生
が
劣
悪
な
居
住
環
境
・
就
労
環
境
に
置
か
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
入
国
管
理
官
署
、
労
働
基
準
監
督
機
関
等
の
連
携
の
下
、
人
的
体
制
を
充
実
・
強
化
し
、
法
令
違
反
、

不
正
行
為
等
に
つ
い
て
厳
格
な
取
締
り
を
行
う
こ
と
。



十
二

外
国
の
送
出
し
機
関
が
外
国
人
研
修
生
・
技
能
実
習
生
か
ら
徴
収
す
る
保
証
金
等
に
つ
い
て
は
、
外
国
人
研
修
生
・
技

能
実
習
生
を
不
当
に
拘
束
す
る
面
が
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
そ
の
徴
収
を
行
う
外
国
の
送
出
し
機
関
か
ら
の
外
国
人
研
修

生
・
技
能
実
習
生
の
受
入
れ
を
認
め
な
い
こ
と
を
含
め
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

十
三

本
法
に
よ
る
外
国
人
研
修
・
技
能
実
習
制
度
の
見
直
し
に
係
る
措
置
は
、
外
国
人
研
修
生
・
技
能
実
習
生
の
保
護
の
強

化
等
の
た
め
に
早
急
に
対
処
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
の
必
要
な
措
置
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
同
制
度

の
在
り
方
の
抜
本
的
な
見
直
し
に
つ
い
て
、
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
結
論
を
得
る
よ
う
、
外
国
人
研
修
生
・
技
能
実
習
生
の

保
護
、
我
が
国
の
産
業
構
造
等
の
観
点
か
ら
、
総
合
的
な
検
討
を
行
う
こ
と
。

十
四

入
国
者
収
容
所
等
視
察
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
専
門
性
に
も
配
慮
し
つ
つ
幅
広
く
各
界
各
層
か
ら
委
員
を
選
任
す
る
と

と
も
に
、
委
員
会
が
十
全
な
活
動
を
行
え
る
よ
う
、
そ
の
活
動
に
係
る
人
的
・
物
的
体
制
を
整
備
し
、
委
員
会
に
対
す
る
情

報
の
提
供
を
最
大
限
行
う
等
の
特
段
の
配
慮
を
行
う
こ
と
。



十
五

新
た
な
在
留
管
理
制
度
の
構
築
や
在
留
外
国
人
に
係
る
住
民
基
本
台
帳
制
度
の
整
備
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
我

が
国
に
お
い
て
真
に
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
が
な
さ
れ
る
よ
う
、
労
働
、
教
育
、
福
祉
等
様
々
な
分
野
に
お
け
る
諸
施
策

の
一
層
の
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、
外
国
人
が
生
活
し
や
す
い
環
境
の
整
備
に
努
め
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


